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谷　　　凌＊
企業の社会的責任の問題が現在中国の企業法学界ではホットな話題になっている。もちろん保
険会社も、企業の一種としてその他の企業のように社会的責任を引き受けなければならない。し
かし、保険会社の経営業務は特殊性を有しているため、一般企業が引き受けるべき社会的責任を
引き受けるだけではなく、一般企業が引き受けられない社会的責任をも力の及ぶ限り引き受ける
べきである。本報告において三つの側面から保険会社の社会的責任について述べる。
第一に、保険会社が社会的責任を引き受ける際の特殊性について述べる。
ここでは保険制度の機能から、その保障機能と社会管理機能を関連付けて保険会社の社会的責
任の必然性と必要性を検討する。
保険制度は数多くの人々がお互いに助け合うことに基づいて成り立っており、「皆は一人のた
め、一人は皆のため」というリスクを集結・分散させる構造を有している。それ故、保険制度に
おける保障機能は最も基本的な機能といえる。人々が保険に加入するのは、保険制度自体の有す
る各種のリスクを消滅させるという特質のためではなく、保険制度を通じて人々の直面する各種
のリスクを転嫁したいと思うからである。つまり、保険会社にリスク保障を委ねることにより、
約定した損害が発生した場合、保険契約者は保険会社から契約で決められた補償を獲得すること
ができる。その結果、人々は損害による苦しい境遇から抜け出し、生活の憂いを解消できること
になる。保険会社の業務対象はリスクの引受けであり、それは社会公衆に直接対面して存在し、
また、その存在する合理性は、不確定なリスクが人類社会にもたらす衝撃を抑制し、かつ社会の
災害防止能力や損失減少能力を高める点にある。したがって、保険会社の生産経営活動と社会的
責任の引き受けとは調和しかつ矛盾しないものである。
保険会社はこの目標を実現するために、保険加入者を増やすことによって、自己の引き受ける
リスクを分散させる。それは、保険会社は社会公衆との利益に関わる程度が一般企業より遥かに
高いことをも意味している。保険会社の経営対象の公衆性がその引き受けるべき社会的責任を決
定するともいえよう。保険制度はその誕生以来、数世紀にわたる変遷を経て、社会生活の隅々に
至るまで浸透してきた。また、現代社会においては、保険会社の活動は資源・民衆・社会経済等
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との関わり方など実に幅広い分野に広がっている。特に、経済活動においてはその中心的な地位
を占めているといえよう。保険会社の社会に対する貢献度はますます高まり、社会をコントロー
ルする力や影響力も強まってきている。公平を目標とする社会においては、権利はまた同時に責
任を意味するのであり、企業の権利が大きければそれに相応して社会に対する責任も大きい。商
業保険は現代生活のリスク管理の最も基本的かつ重要な手段として、社会経済の中で非常に重要
な役割を演じている。
保険制度の有する社会管理機能は、保険制度の持つ保障機能に基づいて生じた派生的な機能と
いえる。この点につき世界の保険業界は、過去三度の危機を乗り越えることにより、保険会社の
管理機能の存在を実証した。ところで、保険市場においては、保険者の利益は社会の利益、民衆
の利益より、優先的に考慮し重視されねばならない。それでも尚、社会民衆の利益を満たすこと
が保険会社自身の利益を獲得する前提条件である。それ故、保険業界が生存し発展しようとする
のなら、その社会的責任を引受けざるをえない。
第二に、保険会社の営利目的と社会的責任の調和について述べる。
前述の如く、保険会社が営利活動に参加する主体となり、利潤の追求を行うことを非難すべき
ではない。社会的責任を強調するが、保険会社の利潤追求を妨げるわけではない。社会的責任を
引き受けるために、まず当該企業自身が経済的利益の基礎を獲得しなければならず、そうでなけ
ればかえって社会に負担をかけることになる。しかし、企業自身の利潤追求と同時に、真摯に社
会的責任を引き受けた企業こそが最終的に最良の経済効果を創造することができるということを
認識しておかなければならない。実際には、企業の社会的責任と営利目的は相互補完・相互促進
の関係にあるのである。保険というものは、政策的保障が変化した類似物ではないし、それを慈
善と観念することは誤っている。従って、保険会社は、力の及ぶ限り社会のために相応の貢献を
なすべき社会的責任を負うのである。
第三に、保険会社の引き受ける社会的責任の範囲について述べる。
ここでは、叙上の点を踏まえて、保険会社の特殊性故に、保険会社は災害防止・損失減少能力
を通じて、社会的責任を引き受けることにつき重点的に検討する。
即ち、保険会社は各種の方式により、自身の保障能力を高め、かつ関連する革新的な金融商品
の開発により、大きな災害損失の解消をはかり、補償機能を高める。ところで、従来の保険制度
は損害をその発生後に補償するにとどまり、社会全体の損害を減らすことができなかった。それ
故、最近では保険会社がより積極的に事前の損害予防にまで関与し、社会全体の防災ネットにお
ける重要な構成部分を占めるようになってきた。保険会社は自身の長期的な経営で累積した大量
なデータ・資料を利用し、リスクの分布・発生の確率・損害の程度などを詳細に分析するように
なったのである。さらに、専門的な技術力を積極的に発揮し、また、各部門との連携強化をはか
りながら、損害の識別・防止・解消などに対する綿密な対応手段を整え、リスクが比較的高い保
102
保険企業の社会的責任　　谷　　　凌
険加入企業に対し定期的あるいは不定期に指導を行っている。更に、潜在的なリスクに対しても、
確実な予防と適時の厳重チェックを実施し、リスク予知システムを設置するなどして、各種の突
発的損害の発生回避あるいは損害の軽減を図っている。
これらの社会的責任の履行に加えて、保険会社は、会社の信用強化、従業員の好待遇化、社会
管理機能を有する保険商品や保険サービスの拡大、政府による社会保障機能等の分担・補完を通
して、社会的責任を具体的果たしていると評価できる。
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